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令和２年度(2020 年度) 八王子市生涯学習関連事業評価の結果について 

 

１ 報告趣旨 

八王子市生涯学習関連事業評価（以下「関連事業評価」という。）は、「八王子市生涯学習プ

ラン（令和２～６年度）」（以下「プラン」という。）を総合的かつ計画的に展開していくため、

プランに基づく施策の実施に対して、その取組状況を確認、評価している。このたび、八王子

市生涯学習審議会の意見聴取及び評価を経て、令和２年度（2020 年度）の関連事業評価がま

とまったため、報告する。 

 

２ 報告内容 

（1）令和２年度（2020年度）の関連事業評価について 

ア 各所管においては、生涯学習に関連する事業（129事業）ごとにＡ－Ｄの４段階で 

評価した。 

 

評価 評価の基準 

令和２年度 

（2020年度） 

事業数 

Ａ 目標以上の評価があった ９ 

Ｂ 計画・目標通りに達成できた ４４ 

Ｃ 計画・目標の一部が達成できなかった １６ 

Ｄ 達成できず困難な課題がある ０ 

－ 評価なし（天候・感染症による中止等） ６０ 

合 計 １２９ 

イ 基本施策ごとに事業をまとめ、八王子市生涯学習審議会においては事業及び基本施策 

の評価を実施した。基本施策ごとの評価については別添資料のとおり。 

 

（2）評価の経過 

日 程 内 容 

令和３年(2021年)４月 
令和２年度（2020年度）生涯学習関連事業について所管評価を

依頼 

令和３年(2021年) 

６月～８月 

八王子市生涯学習審議会に生涯学習関連事業のまとめを提出、

評価意見を聴取 

令和３年(2021年)９月 八王子市生涯学習推進会議幹事会委員から意見を聴取し反映 



 

令和３年(2021年)10月 

八王子市生涯学習審議会の評価を決定 

令和２年度（2020年度）生涯学習関連事業評価を決定 

教育委員会定例会で報告 

市ホームページで公開（予定） 

 

 

（3）八王子市生涯学習審議会による評価について（概要） 

・実施時期や形態によりやむなく中止となった事業もあるが、内容や方法を変更して実施

できた事業もあり、コロナ禍であっても市民の学びを支え続けようとした教育行政の姿

勢は高く評価できる。 

・コロナ禍という誰にとっても困難な状況を、地域と学校が共有し、子どものために新た

な連携・協働の関わりを模索することができた。そのほか、コロナ禍によってボランティ

アの養成や支援の機会は減少したが、「活動したい」という市民の思いがコロナ後に開花

できるよう、活躍の場の創出にも注力していくことが期待される。 

・若い世代への施設利用の促進として実施されている「フリースペース」事業は、感染対

策を図りながら実施した結果、多くの利用があり、若者たちのニーズを捉えられる。コロ

ナ禍であっても学びを止めずに奮闘する若者たちを、空間という面から支援できたこと

は、長期的な視野で市民の社会参加や生涯学習の広がりを促していく基盤として重要で

あると考える。 

・今後を見通すと、オンラインを活用した事業の準備が不可欠だと思われる。そして、オ

ンラインに不慣れな高齢者向けの入門講座や、市民団体と連携したオンラインお助け隊

といった方法も取り入れながら、学習機会の提供をしていくべきである。また、対面とオ

ンラインの両者を併用したハイブリッドの実施を期待したい。対面による会話や交流に

は、オンラインに取って代われない側面があることもきちんと認識したうえで、今後の計

画の立案や事業の評価にも反映させていく必要があると思われる。 


